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Considerations of Recruitment and Retention of Older Adults for the Guided Autobiography 






























筆者は 2011年から 4年に渡り、「日本版ガイデッド・オートバイオグラフィー（Guided 
Autobiography）の妥当性検証」と題した高齢者を対象とする回想法研究を実施した（科
研費 23530793）。Guided Autobiography（以下、GAB）参加者のリクルートには、武庫
川学院の卒業生組織である「鳴松会」の協力を得て、R 地区在住の 65 歳以上の会員 880
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2017 年末現在、国内・海外各地に 21 万人を超える会員が所属する巨大卒業生組織であ
る。武庫川女子大学中央キャンパスに本部を置き、全国各地及び海外に支部が創設されて
おり、各会場では定期的な会合や催事の開催を通して鳴松会会員の交流が図られている。
1944（昭和 19）年 3 月に卒業した武庫川学院高等女学校第 1 期生は、本研究を開始し














そこで鳴松会事務局に相談したところ、交通アクセスのよい R 地区には 65 歳以上の鳴
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6 ～ 7 月 鳴松会事務局との相談
7 ～ 8 月 R 地区在住の鳴松会会員に対する研究参加への依頼
8 月中旬 参加希望者への連絡と調整
9 月上旬 グループ顔合わせ
9 月中旬 GAB 第一回













GAB は同一曜日に 2 グループの実施とし、グループの編成については各参加者の希望
を優先した。参加者募集の依頼文に午前と午後の 2 つの開催時間帯を提示したところ、
偶然各グループが 8 名ずつの希望者で編成された。偶然とはいえ、この偏りのなさは時
間の都合による参加辞退を防ぐ結果となった。しかし、GAB 開始直前に 1 名が家庭の事
情で参加辞退となり、午前のグループは 8 名、午後のグループは 7 名での開催となった。
また参加希望者の卒業年度から年齢を割出し、グループ別に精査しところ、回想法開始
当初の午前のグループ（n=8）は平均 74.3 歳（標準偏差 3.5、最大 79、最少 71）、午後
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による影響を想定していなかった。GAB の開始時期を 9 月とした際、終了までの 3 か月
が日本の台風シーズンに丁度重なり合うという事実に、研究計画の段階では考えが及んで
いなかったのである。GAB を開始して数週間経った頃、台風による暴風警報が早朝に発
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